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「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

釈
尊
は
誕
生
さ
れ
た
と
き
に
右

記
の
言
葉
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
今
の
世
の
中
を
見

回
す
と
こ
の
言
葉
の
真
意
は
失
わ

れ
て
、
こ
の
文
字
面
通
り
に
世
の

中
は
動
い
て
い
る
。
我
々
人
間
は

凡
夫
の
仏
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
道
元
禅
師
様
は
現
代
世
相
を
ど

う
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
仏
作
っ
て
魂
い
れ
ず
」
こ
の

こ
と
わ
ざ
が
我
々
青
年
僧
侶
に
問

い
か
け
る
意
味
は
大
き
い
。
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光
陰
矢
の
ご
と
し
と
申
し
ま
す
が
、
秋
田
に

戻
っ
て
か
ら
約
十
三
年
、
中
身
は
全
く
の
若
輩

者
の
ま
ま
で
す
が
、
年
齢
だ
け
は
副
会
長
と
い

う
役
職
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。

久
米
会
長
か
ら
副
会
長
を
依
頼
さ
れ
た
際
も
、

思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
た
の
は
「
え
っ
？
俺
っ

す
か
？
」
と
い
う
気
品
も
知
性
の
欠
片
も
な
い

言
葉
で
し
た
が
、
思
い
悩
ん
だ
あ
げ
く
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
た
も
の
の
、
さ
て
ど
う
し
た
も

の
か
・
・
・
と
考
え
悩
む
中
迎
え
た
の
が
三
月

十
一
日
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
報
道
も
震
災
一
色
と
い
っ
た
中
、

顔
合
わ
せ
も
そ
こ
そ
こ
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

新
執
行
部
で
し
た
が
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
。
私
自
身
は
今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
い
っ
た
も
の
に
殆
ど
縁
の
な
い
生
活

を
送
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
自
分
な
ど
が

被
災
地
で
果
た
し
て
役
に
立
つ
も
の
か
非
常
に

不
安
で
し
た
が
、
避
難
所
で
お
茶
を
ふ
る
ま
い

被
災
者
の
方
々
の
笑
顔
に
触
れ
る
う
ち
に
微
力

な
が
ら
も
復
興
の
一
助
に
寄
与
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
も
大
変
に
心
強
く
感

じ
た
の
は
新
し
い
力
、
若
い
力
で
し
た
。
ど
う

か
堅
苦
し
く
考
え
ず
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た

曹
青
活
動
に
ご
参
加
下
さ
い
。
秋
田
に
は
ま
だ

ま
だ
有
能
な
人
材
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
思
っ
て
い
る

う
ち
に
副
会
長
の
任
期
も
光
陰
矢
の
ご
と
し
で
、

任
期
の
半
分
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
種
研
修
、
そ
し
て
会
員
と
の

懇
親
を
含
め
、
久
米
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ

残
り
の
任
期
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

合
掌

光
陰
矢
の
ご
と
し

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会

副
会
長

九
教
区
　
清
徳
寺

鈴
　
木
　
泰
　
賢
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久
米
会
長
の
も
と
、
昨
春
か
ら
の
活
動
を
顧

み
る
に
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
会
員

の
皆
さ
ま
と
共
に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
復
旧

支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
今
な

お
継
続
中
で
あ
る
こ
の
活
動
は
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
し
得

ま
せ
ん
。
同
じ
東
北
内
に
お
け
る
想
定
外
の
激

震
災
害
に
よ
り
、
こ
の
活
動
を
中
心
に
動
い
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
弁
道
会
や
随
聞
会
で
も

時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
の
講
義
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
経
験
は
僧
侶
と
は
何
か
？
を
再
考
す
る
機

縁
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、「
秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
」
は
任
意
団

体
で
す
。
個
人
的
に
は
、
自
分
が
出
来
る
・
負

担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

構
わ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
費
を
納
め
て

頂
く
の
も
ひ
と
つ
の
参
加
の
か
た
ち
で
す
し
、

会
を
超
え
て
個
人
的
に
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
諸
先
輩

方
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
秋
曹
青
に
は
、
同
じ

教
義
の
も
と
集
う
同
世
代
の
会
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
座
学
の
場
と
し
て
は

各
種
研
修
会
を
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
度

の
復
興
支
援
の
よ
う
な
活
動
等
は
日
頃
培
っ
た

会
員
間
の
紐
帯
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
で

す
か
ら
顔
の
見
え
る
お
付
き
合
い
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
私
自
身
、
入
会

時
に
会
員
の
方
々
と
殆
ん
ど
面
識
が
な
い
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
当
会
を
通
し

て
多
く
の
法
友
と
出
会
え
た
こ
と
が
宝
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
会
議
に
お
い
て
は
、
異
論
も
多

く
頂
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を
重
ね
、
よ
り
良

い
活
動
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
意

見
が
違
う
か
ら
と
い
っ
て
、
相
手
を
否
定
す
る

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
新
し
い
考
え
や
発

想
の
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
る
契
機
と
な
り
ま

す
。
同
行
同
修
、
檀
信
徒
を
は
じ
め
、
社
会
へ

の
繋
が
り
に
発
展
し
て
ゆ
け
る
場
が
秋
曹
青
で

あ
る
よ
う
、
私
も
尽
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
意
見
ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸

い
で
す
。

合
掌

こ
の
一
年
を
振
り
返
り

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会

副
会
長

二
教
区
　
東
泉
寺

柴
　
田
　
和
　
明
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平成23年度 秋田県曹洞宗青年会収支決算書
自　平成23年4月01日

至　平成24年3月31日
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平成23年度 秋田県曹洞宗青年会特別会計

（ボランティア活動支援金）収支決算書
自　平成23年4月01日

至　平成24年3月31日
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◆
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
　
午
後
二
時
四
十

六
分
　
『
東
日
本
大
震
災
』
発
生

○
三
月
二
十
二
〜
二
十
四
日
（
会
員
三
名
活
動
）

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
て
会
員
に
救
援
物
資
の

収
集
を
呼
び
掛
け
る
。
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分

の
物
資
を
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
大

槌
町
の
寺
院
や
避
難
所
に
届
け
る
。

○
三
月
三
十
一
日

（
会
員
六
名
、
岩
曹
青
数
名
、
他
数
名
参
加
）

乳
頭
温
泉
『
鶴
の
湯
』
か
ら
お
湯
を
汲
み
出
し
、

釜
石
市
旧
釜
石
第
一
中
学
校
避
難
所
、
大
槌
町

吉
祥
寺
避
難
所
に
て
足
湯
と
行
茶
活
動
。

○
四
月
十
一
〜
十
四
日（

四
日
間
で
会
員
七
名
参
加
）

岩
手
県
山
田
町
龍
泉
寺
を
拠
点
に
、
避
難
所
で

の
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
。

十
一
日
、
織
笠
小
学
校
、
織
笠
保
育
園
。

十
二
日
、
山
田
高
校
。

十
三
日
、
船
越
少
年
の
家
、
船
越
保
育
園
。

十
四
日
、
大
沢
小
学
校
。

○
四
月
二
十
六
日(

会
員
十
二
名
参
加)

山
田
町
龍
泉
寺
を
拠
点
に
避
難
所
で
の
行
茶

（
傾
聴
）
活
動
。

山
田
高
校
、
織
笠
小
学
校
、
船
越
青
少
年
の
家
。

平
成
二
十
三
年
度�

秋
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

秋
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告�

秋
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

秋
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告�

秋
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告�

○
五
月
十
三
日

ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
と
の
共
同
企
画
『
チ
ャ
リ
テ
ィ

Ｔ
シ
ャ
ツ
』を
制
作（
三
千
八
百
枚
以
上
を
販
売
）。

○
五
月
十
六
〜
十
八
日
（
会
員
か
ら
五
名
参
加
）

宮
城
県
石
巻
市
宮
殿
寺
で
の
合
同
行
茶
（
傾
聴
）

活
動
。

四
教
区
長
谷
寺
様
企
画
、
鳴
子
温
泉
『
藤
島
旅

館
』
か
ら

お
湯
を
汲
み
出
し
て
の
足
湯
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

行
茶
の
補
佐
。

○
五
月
三
十
一
日

（
会
員
十
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
十
四
名
、

岩
曹
青
二
十
一
名
参
加
）

第
一
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
、
陸
前
高

田
市
で
の
合
同
ガ
レ
キ
撤
去
（
水
田
か
ら
の
倒

壊
物
の
運
び
出
し
）。

○
六
月
二
〜
三
日
（
会
員
か
ら
三
名
参
加
）

石
巻
市
宮
殿
寺
で
の
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
。

前
々
回
同
様
、
四
教
区
長
谷
寺
様
企
画
の
足
湯
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
行
茶
の
補
佐
。

○
六
月
十
一
〜
十
二
日
（
会
員
三
名
参
加
）

大
槌
町
の
イ
ベ
ン
ト
『
復
興
食
堂
吉
里
吉
里

吉
祥
寺
店
』
に
行
茶
で
参
加
。

○
六
月
十
四
日

（
会
員
六
名
、
岩
曹
青
二
十
一
名
、
他
数
名
参
加
）

釜
石
市
で
の
合
同
ガ
レ
キ
撤
去
（
ア
パ
ー
ト
、

住
宅
か
ら
の
倒
壊
物
の
運
び
出
し
）。

○
六
月
三
十
日

（
会
員
六
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
十
七
名
、

岩
曹
青
九
名
参
加
）

第
二
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
釜
石
市
で

の
合
同
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
と
支
援
物
資
の
搬
入
。

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
』
の
収
益
に
て
行
茶

用
具(

湯
の
み
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
コ
ー
ヒ
ー
メ

ー
カ
ー
等)

を
購
入
。
鵜
住
、
栗
林
の
仮
設
住

宅
談
話
室
に
寄
贈
、
設
置
。

○
七
月
十
一
〜
十
二
日
（
二
日
間
で
五
名
参
加
）

大
槌
町
で
合
同
追
悼
法
要
随
喜
と
釜
石
市
で
の

支
援
物
資
の
搬
入
。

十
一
日
、
江
岸
寺
跡
地
に
て
震
災
か
ら
四
カ
月

の
追
悼
法
要
に
随
喜
。

十
二
日
、
釜
石
市
内
の
仮
設
住
宅
談
話
室
に
行

茶
用
具
の
寄
贈
、
設
置
。

○
七
月
二
十
一
日

（
会
員
七
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
十
九
名
参
加
）

第
三
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
釜
石
市
で

の
合
同
行
茶(

傾
聴)

活
動
と
支
援
物
資
の
搬
入
。

日
向
地
区
仮
設
住
宅
談
話
室
に
行
茶
用
具
の
寄

贈
、
設
置
。

○
八
月
三
十
一
〜
九
月
一
日

（
二
日
間
で
会
員
八
名
、
岩
曹
青
八
名
、

全
曹
庶
務
一
名
参
加
）

釜
石
市
で
の
合
同
行
茶(

傾
聴)

活
動
。

三
十
一
日
、
箱
崎
地
区
仮
設
住
宅
談
話
室
。

一
日
、
日
向
地
区
仮
設
住
宅
談
話
室
。
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○
九
月
十
一
日(

会
員
か
ら
六
名
参
加)

石
巻
市
宮
殿
寺
に
て
『
万
灯
会
』
法
要
随
喜
と

行
茶
（
傾
聴
）
活
動
。

四
教
区
長
谷
寺
様
企
画
、
震
災
か
ら
六
カ
月
の

追
悼
法
要
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

足
湯
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
行
茶
の
補
佐
。

○
十
月
十
三
日

（
会
員
九
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
数
名
、

岩
曹
青
数
名
、
計
二
十
四
名
参
加
）

第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
大
槌
町
で

の
Ｓ
Ｖ
Ａ
に
よ
る
『
移
動
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
補
佐
と
合
同
行
茶(

傾
聴)
活
動
。

大
槌
町
内
六
カ
所
の
仮
設
住
宅
談
話
室
に
て
本

棚
組
み
立
て
と
図
書
設
置
。

○
十
月
二
十
九
日
（
来
場
者
百
数
十
名
）

北
秋
田
市
正
法
院
に
於
い
て
『
東
日
本
大
震
災

追
悼
と
復
興
へ
の
“祈
り
”』
を
開
催
。

鎌
沢
大
仏
殿
で
の
追
悼
法
要
、
大
槌
町
吉
祥
寺
　

高
橋
英
悟
師
の
講
話
「
２
０
１
１
・
３
・
１１
吉

里
吉
里
地
区
の
あ
の
時
」、
Ｒ
Ｉ
Ａ
＋
ノ
リ
シ

ゲ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
。

○
十
一
月
二
十
一
日

（
会
員
七
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
七
名
、

岩
曹
青
六
名
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
六
名
）

第
五
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
大
槌
町
で

の
合
同
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
と
表
札
制
作
。

大
槌
町
内
四
カ
所
の
仮
設
住
宅
談
話
室
に
て
表

札
書
き
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

同
日
『
チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
』
収
益
の
一
部

五
十
万
円
を
山
田
町
の
「
鈴
木
善
幸
記
念
教
育

基
金
」
に
贈
呈
。

○
十
二
月
十
二
日

（
会
員
七
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
十
一
名
参
加
）

第
六
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
大
槌
町
、

山
田
町
に
て
『
生
き
る
希
望
と
勇
気
の
相
談

会
』、
合
同
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
、
表
札
制
作
。

午
前
、
大
槌
町
吉
祥
寺
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
蜘

蛛
の
糸
」
理
事
長
佐
藤
久
男
氏
の
講
話
と
茶
話

会
、
表
札
書
き
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
衣
料

の
配
布
。

午
後
、
山
田
町
龍
泉
寺
に
て
午
前
同
様
の
活
動
。

平
成
二
十
四
年

○
一
月
十
七
〜
十
八
日

（
二
日
間
で
会
員
七
名
、
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
七
名
、

Ｓ
Ｖ
Ａ
、
自
殺
対
策
関
係
者
、
総
勢
二
十
二

名
参
加
）

第
七
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
、
大
槌
町
、

山
田
町
に
て
『
い
の
ち
の
総
合
相
談
室
』、
合

同
行
茶(

傾
聴)

活
動
、
表
札
制
作
。

十
七
日
午
後
、
大
槌
町
吉
祥
寺
に
て
前
回
同
様
、

佐
藤
久
男
氏
な
ら
び
に
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
専

門
家
に
よ
る
相
談

会
の
補
佐
、
表
札
書
き
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

血
圧
測
定
、
切
り
絵
。

十
八
日
午
前
、
山
田
町
龍
泉
寺
に
て
前
日
同
様

の
活
動
。

○
二
月
五
日

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
』
収
益
の
一
部
百

万
円
を
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会)

の
『
い
わ
て
を
走
る
移
動
図
書
館
プ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
活
用
に
贈
呈
。

○
二
月
二
十
八
〜
二
十
九
日

（
会
員
三
名
、
岩
曹
青
一
名
、

明
治
学
院
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名
参
加
）

大
槌
町
吉
祥
寺
、
山
田
町
龍
泉
寺
に
て
、
一
周

忌
法
要
企
画
『
復
興
の
灯
』
で
使
用
す
る
キ
ャ

ン
ド
ル
作
成
と
合
同
行
茶
活
動
。

○
三
月
十
〜
十
一
日

（
二
日
間
で
会
員
二
十
二
名
参
加
）

釜
石
市
、
大
槌
町
、
山
田
町
に
て
一
周
忌
追
悼

法
要
随
喜
、
キ
ャ
ン
ド
ル
企
画
『
復
興
の
灯
』、

行
茶
活
動
。

十
日
、
大
槌
町
吉
祥
寺
逮
夜
法
要
随
喜
、
復
興

の
灯
。

十
一
日
午
前
、
大
槌
町
江
岸
寺
、
吉
祥
寺
、
釜

石
市
常
楽
寺
で
の
追
悼
法
要
随
喜
、
海
岸
ま
で

の
行
脚
。

十
一
日
午
後
、
山
田
町
龍
泉
寺
で
の
追
悼
法
要

随
喜
、
お
汁
粉
サ
ー
ビ
ス
、
復
興
の
灯
。

※
こ
の
一
年
、
当
会
の
復
興
支
援
活
動
に
対
し
ま

し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

復
興
支
援
活
動
は
、
今
後
も
継
続
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

合
掌
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「
坊
さ
ん
は
葬
儀
と
い
う

場
の

衣
装

と
し
て
必
要
で

あ
り
、
死
と
い
う
危
機
に
対

処
す
る
も
の
と
し
て
必
要
な

わ
け
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。」
こ
れ
は
、
雑
誌
『
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
』
編
集
長
で
あ
り
、

葬
儀
評
論
家
と
し
て
活
躍
中

の
碑
文
谷
創
氏
の
発
言
で
あ

り
ま
す
。「『
死
』
は
医
者
の

み
が
見
つ
め
、『
死
体
』
は
葬

儀
社
が
見
つ
め
、『
死
者
』
愛

す
る
人
が
見
つ
め
、
僧
侶
は

な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
し

て
、
お
布
施
を
数
え
る
と
い

う
現
状
が
あ
る
限
り
、
今
の

宗
教
界
に
何
か
を
期
待
す
る

方
が
無
理
と
い
え
よ
う
。」

こ
れ
は
青
木
新
門
氏
が
自
ら
の
体
験
を
公
表
し
た

『
納
棺
夫
日
記
』
の
中
の
一
節
で
す
。

こ
れ
ら
の
発
言
を
青
年
僧
侶
の
皆
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ま
す
か
？
・
・
・
不
快
感
を

持
ち
ま
す
か
？
無
視
し
ま
す
か
？
ど
こ
か
納
得
で

き
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
か
？
そ
れ
と
も
怒

り
を
覚
え
ま
し
た
か
・
・
・
？
。

長
寿
社
会
文
化
協
会
が
「
お
葬
式
」
を
テ
ー
マ

に
論
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
五
百
四
十
七
編
の
論

文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
仏
教

僧
と
仏
教
葬
儀
に
、
空
々
し
さ
や
嫌
悪
感
さ
え
感

じ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
葬
儀
に
対
す
る
不

満
と
疑
問
、
と
り
わ
け
不
信
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ

て
お
り
、
審
査
員
も
ウ
ン
ザ
リ
し
た
と
の
事
。

例
え
ば
（
福
岡
県
七
十
一
歳
の
男
性
）
は
「
博

多
の
海
へ
散
骨
」
と
題
し
て
　
お
釈
迦
さ
ん
は
戒

名
は
必
要
だ
と
言
っ
た
ん
で
す
か
？
お
釈
迦
さ
ん

あ
ん
な
葬
式
し
ま
し
た
か
？
　
と
問
い
か
け
「
今

年
の
春
、
私
は
累
代
の
檀
那
寺
の
檀
家
を
ぬ
け

た
。」
と
そ
の
顛
末
を
つ
づ
り
佳
作
賞
を
受
け
て

い
ま
す
。
優
秀
賞
の
（
東
京
都
九
十
歳
男
性
）
は

「
自
分
の
戒
名
」
と
題
し
て

格
式
あ
る
我
が
菩
提
寺
は
戒
名
代
も
相
当
高
い

し
、
遺
族
と
な
る
妻
や
息
子
の
負
担
も
重
か
ろ
う
。

ど
う
せ
な
ら
自
分
で
戒
名
を
作
っ
て
住
職
に
認
め

て
も
ら
お
う
と
お
も
い
ま
し
た
。

と
そ
の
思
い
を
淡
々
と
語
っ
て
い
ま
す
。

青
年
僧
侶
に
お
願
い
し
ま
す
。
近
年
マ
ス
コ
ミ

を
中
心
に
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
論
評
は
多
く
、
そ

の
中
で
と
り
わ
け
仏
教
葬
儀
へ
の
批
判
が
多
い
の

は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
と
い
っ
て
ガ
ッ
カ
リ
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
仏
教
葬
儀
へ

の
批
判
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
日
本
人
の
多
く
は

仏
教
葬
儀
を
認
め
て
い
る
証
に
他
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
多
く
の
人
々
が
訴
え
て
い
る
こ
と
は
唯
一

つ
。「
納
得
の
い
く
葬
儀
や
法
事
を
し
て
下
さ

い
。
！
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、

葬
儀
慣
れ
　
し
な
い
で
下
さ
い
。
施
主
家
は
一

度
一
度
異
な
る
葬
儀
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

す
か
ら
・
・
・

そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
葬
儀
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
自
信
を
持
っ
て
僧
衣
を
身
に
ま
と
っ
て
下
さ

い
。多

く
の
人
々
が
訴
え
て
い
ま
す
。

「
遺
族
が
納
得
の
い
く
葬
儀
や

法
事
を
し
て
く
だ
さ
い
」

“

“

“

“

“

“

“

“
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何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

秋
曹
青
の
広
報
を
担
当
い

た
し
ま
し
て
早
一
年
半
近
く

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
半
を
思
い
起
こ

し
ま
す
と
、
地
震
・
津
波
・

台
風
・
大
洪
水
、
そ
し
て
雪

国
に
お
い
て
は
大
雪
と
自
然

の
猛
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

国
内
外
共
に
決
し
て
よ
い
情

勢
と
は
い
え
な
い
昨
今
、

我
々
僧
侶
と
は
何
な
の
か
、

僧
侶
と
し
て
一
体
何
が
出
来

る
の
か
を
、
真
に
考
え
さ
せ

ら
れ
た
一
年
半
で
あ
り
ま
し

た
。「

百
尺
竿
頭
進
一
歩
」
、

仏
道
に
こ
こ
で
終
わ
り
と
い

う
こ
と
は
な
く
青
年
会
の
行

事
、
活
動
を
通
じ
、
こ
の
暗

雲
た
ち
こ
め
る
世
の
中
が
少

し
で
も
晴
れ
て
く
れ
る
よ

う
、
自
分
自
身
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。合

掌

3.11 岩手県各地にて追悼法要
震災からちょうど一年の３月11日、被災地域の各寺院様では合同供養が行われ、曹青会員は、午前

中３カ寺に別れて随喜させて頂きました。

平成24年4月2日、曹洞宗秋田県宗務所禅センタ
ー二階にて、秋曹青平成24年度総会が開かれまし
た。
平成23年度事業・一般会計報告、災害復興支援

部活動報告、特別会計報告、チャリティTシャツ会
計収支報告、また平成24年度事業計画、会計予算
案が議論され、全て了承されました。

4月2日　秋曹青 平成24年度総会

●大槌町　江岸寺
津波で本堂が全壊のためプレハブの仮本堂と屋

外の供養塔前の二ヶ所で同時に読経。
まず仮本堂で、新たに建立する仏像に参列者

全員焼香し、ノミを入れ、外の供養塔前にて読
経、犠牲者読み込みをし、焼香して頂いた。350
人前後の参列者があり、皆真摯に手を合わせ、厳
かに犠牲者の冥福を祈った。

●吉祥寺　キャンドルセレモニー
キャンドルセレモニー
（現地で作成分＋秋田からの持込分…約250個）

雪のちらつく中、法華太鼓を先頭に海岸まで
3、40分ほど行脚
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